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会
員
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
校
友
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
・
ご
協

力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
全
国
校
友
大
会
は
10

月
21
日
震
度
6
弱
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
鳥
取
県
校

友
の
皆
様
は
災
害
復
旧
と
全
国
大
会
開
催
準
備
に
大

変
な
御
苦
労
で
あ
っ
た
と
推
察
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
早
期
復
旧
に
支
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
無
事
、
平
成
28
年
11
月
13
日
に
第
52
回
全
国
校

友
鳥
取
大
会
は
創
立
者
岸
本
辰
夫
先
生
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
支
部
か
ら
は
る
ば
る
13
名
の
参
加
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
後
し
て
12
日
に
は
支

部
長
、
幹
事
長
、
地
域
支
部
長
、
本
部
員
懇
談
会
・

前
夜
祭
が
実
施
さ
れ
懇
談
会
で
は
熊
本
支
部
長
よ
り

「
熊
本
地
震
義
援
金
」へ
の
御
礼
と
使
用
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
当
支
部
で
も
12
月
4
日
千
葉

市
民
会
館
で
１
６
０
０
名
の
参
加
で
熊
本
復
興
支
援

の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
後
日
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
義
援
金
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
は「
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
」で
９
０
０

支部長
あいさつ

２
０
１
９
年
全
国
校
友
千
葉
大
会
で

全
国
に「
千
葉
の
良
さ
」を
ア
ピ
ー
ル
を

明
治
大
学
校
友
会

　
千
葉
県
東
部
支
部

　
　
支
部
長　

小
関　

道
生

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
記
念
式
典
に
は
地
元

平
井
鳥
取
県
知
事
、
深
澤
鳥
取
市
市
長
よ
り
地
震
復

興
の
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
鳥
取
県
出
身
の
明
治
大
学
連

合
駿
台
会
副
会
長（
㈱
不
二
家
取
締
役
会
長
）よ
り
地

震
で
落
ち
た
梨（
約
6
千
万
円
の
被
害
額
）を
不
二
家

で
買
い
取
り
加
工
し
て
販
売
す
る
と
の
話
が
あ
り
市

長
は
じ
め
知
事
も
大
変
喜
び
の
御
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
の
懇
親
会
は

「
大
山
の
紅
葉
と
松
葉
ガ
ニ
の
解
禁
に
合
わ
せ
た
」こ

と
で
し
た
。
豊
か
な
食
材
と
地
酒
に
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
気
の
合
っ
た
校
友

同
士
、
各
々
山
陰
道
を
廻
れ
た
よ
う
で
す
。
鳥
取
校

友
は
８
１
４
名
で
終
身
会
費
納
入
者
は
僅
か
４
６
８

名
で
開
催
に
漕
ぎ
付
け
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
は

鳥
取
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
・
努
力
の
賜
物
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
２
０
１
９
年
全
国
千
葉
大
会
」の
開
催
に
つ
い
て

千
葉
県
の
会
員
は
３
４
６
５
８
名
・
終
身
会
費
納
入

者
は
２
８
９
２
３
名（
２
０
１
６
年
10
月
現
在
）と
い

う
全
国
4
位
の
明
治
大
学
校
友
会
員
と
い
う
多
大
な

る
全
国
有
数
の
県
勢
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機

会
を
捉
え
て「
千
葉
の
良
さ
」を
大
い
に
全
国
校
友
の

皆
さ
ん
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
明
治
大
学
社
会
貢
献
の
輪

を
拡
げ
、
世
界
で
戦
う
明
大
ア
ス
リ
ー
ト
の
応
援
と

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
に

開
催
さ
れ
る
幕
張
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
日
本

選
手
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
に
は
北
島
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
の
言
葉
に
、
脇

を
固
め
て
ま
っ
直
ぐ「
前
へ
」進
め
ば
そ
の
先
に
輝
か

し
い
も
の
が
掴
め
る
と
い
う
訓
え
が
あ
り
ま
す
。

愈
々
迫
る
大
会
は
、
千
葉
県
東
部
・
西
部
の
各
支
部

会
員
、
一
人
一
人
が
臍
を
固
め
て「
一
ツ
」に
な
れ
ば

明
治
に
輝
か
し
い
未
来
の
あ
る
全
国
大
会
が
開
催
で

き
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
会
員
皆
様
の
お
力
添
え
と

こ
こ
一
段
の
ご
協
力
・
ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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支
部
長
　
新
城
　
洋
一

　

校
友
会
の
皆
様
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
校
友
千
葉
大
会
も
い
よ
い
よ
2
年
後
に

迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

東
部
支
部
・
西
部
支
部
主
管
の
も
と
、
幕
張
新

都
心
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
大
会
は
、
私
自
身

も
参
画
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー
で
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
厚
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
明
治
は
一
つ
」
の
精
神
も
と
、
発
展　

充
実

に
寄
与
し
、
後
に
続
く
学
生
が
各
人
の
夢
を
実
現

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
会
の
発

展
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

校
友
の
愛
国
心
の
強
さ
、
後
輩
の
面
倒
み
の
良
さ

は
、
広
く
知
ら
れ
た
良
き
伝
統
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
法
学
を
教
授
す
る
明
治
法
律
学
校
と

し
て
、
１
８
８
１
年
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
建
学
の

精
神
は
、
創
立
以
来
有
為
な
人
材
を
数
多
く
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。

　

「
明
治
は
一
つ
」
の
絆
の
も
と
、
紫
紺
の
魂
を

胸
に
全
国
千
葉
大
会
を
盤
石
の
も
の
と
し
、
さ
ら

な
る
飛
躍
に
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
11
月
は
、
【
第
53
回
】
沖
縄
大
会

が
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
、
あ

い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
生
時
代
に
過
ご
し
た
仲
間
や
友
は
、
人
生
の
宝

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
生
を
振
り
返
る
時
、
紫
紺
の
魂
は
、
ま
ば
ゆ

い
輝
き
で
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
金
子
　
信
博

　

熱
い
秋
の
戦
い
が
つ
い
に
ヤ
マ
場
を
迎
え
た
、

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
第
六
週
は
10
月

15
日
、
8
名
が
応
援
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
「
大
学
の
後
輩
の
援
助
」
の
た
め
、
野

球
部
に
陣
中
見
舞
い
。
日
吉
達
也
主
務
は
「
秋
季

大
会
の
優
勝
と
大
学
日
本
一
を
目
指
し
て
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
戦
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
あ
い

さ
つ
。

　

試
合
は
初
回
、
5
番
川
口
貴
都
が
ラ
イ
ト
前

ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
1
点
先
取
。
1
対
1
の
延
長

12
回
、
1
死
2
塁
か
ら
3
番
佐
野
恵
太
が
セ
ン

タ
ー
・
オ
ー
バ
ー
の
3
塁
打
と
4
番
牛
島
将
太
の

犠
飛
で
2
点
追
加
。
エ
ー
ス
で
主
将
の
柳
裕
也
が

延
長
12
回
を
投
げ
切
り
、
3
対
1
の
ゲ
ー
ム
セ
ッ

ト
。

　

試
合
後
、
長
嶋
秀
和
前
支
部
長
は
「
今
回
の
1

勝
は
大
き
い
」
と
先
勝
の
感
想
を
述
べ
、
み
ん
な

で
球
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

※
訂
正
い
た
し
ま
す

　

昨
年
5
月
15
日
発
行「
紫
紺
ち
ば
」第
21
号
の
四
街
道
地
域
支
部

の
地
域
支
部
だ
よ
り
で
、「
島
岡
氏
の
像
」、「
島
岡
氏
の
造
語
」、「
彼

の
大
き
な
写
真
」と
あ
る
の
は
、「
島
岡
御
大
胸
像
」、「
島
岡
御
大
の

造
語
」、「
島
岡
御
大
の
大
き
な
写
真
」の
誤
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
幹
事
長
　
菅
谷
　
陽
二

　

地
域
支
部
の
忘
年
会
を
昨
年
12
月
9
日
金
曜
日

に
焼
肉
ポ
パ
イ
に
て
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
校
友
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千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

四
街
道
地
域
支
部

会
員
の
菅
谷
副
幹
事
長
が
オ
ー
ナ
ー
の
店
で
し

た
。

　

本
年
2
月
９
日
に
千
葉
夷
隅
ゴ
ル
フ
場
に
て
、

茂
原
市
の
第
49
回
の
四
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
を
お
こ

な
い
、
明
治
か
ら
は
6
名
参
加
で
奮
闘
し
ま
し
た

が
、
団
体
戦
は
日
本
大
学
に
惜
し
く
も
敗
れ
二
位

と
な
り
ま
し
た
。
個
人
戦
も
加
瀬
元
氏
の
六
位
が

明
治
で
は
最
高
成
績
で
し
た
。

　

2
月
24
日
に
同
じ
く
焼
肉
ポ
パ
イ
に
て
、
本
年

度
最
後
の
幹
事
会
を
行
い
、
今
年
の
地
域
総
会
の

日
取
り
を
5
月
19
日
金
曜
日
と
定
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
中
村
　
貴
一

　

昭
和
25
年
8
月
27
日
、
山
武
地
域
出
身
の
明
大

生
を
中
心
に
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
演

奏
会
が
県
立
東
金
高
校
の
旧
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
当
時
、
台
風
等
の
自
然
災
害

や
駐
留
米
軍
の
射
撃
演
習
に
よ
り
不
漁
が
続
い
て

い
た
九
十
九
里
沿
岸
の
漁
民
を
救
う
運
動
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

山
武
地
域
支
部
は
、
こ
の
演
奏
会
を
企
画
し
た

山
武
明
大
会
を
母
体
に
、
平
成
17
年
3
月
19
日
、

明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県
東
部
支
部
の
山
武
地
域

支
部
と
し
て
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
翌
年
の
平
成
18
年
5
月
21
日
、
山
武
明

大
会
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
言
う
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
長
い
空
白
期
間
を
お
い
て
再
び
明
治
大
学

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
東
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
定
期
演
奏
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
、
今

年
も
11
月
23
日
、
東
金
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
特

茂
原
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部

別
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
第
12
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
文
化
の
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
70

年
近
い
時
を
越
え
て
、
今
年
も
開
催
で
き
る
縁
を

思
う
と
き
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
山
口
　
進

　

今
年
も
ま
た
、印
西
市
の
小
林
牧
場
で
は
広
い
道

路
の
両
側
桜
が
満
開
と
な
り
、続
い
て「
吉
高
の
大

山
桜
」に
大
勢
の
人
が
訪
れ
た
。そ
の
後
、佐
倉
市
の

鹿
島
川
で
は「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」で
連
日
大
勢
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

特
に
、「
住
み
良
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ一
位
」の
印
西
市

は
昨
年
で「
市
政
20
周
年
」と
の
事
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
の

ど
自
慢
大
会
」や「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」等
の
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
実
行
さ
れ
ま
し
た
。然
し
我
々

の
地
域
支
部
で
は
高
齢
化
が
進
み
役
員
等
で
活
躍

さ
れ
て
き
た
方
々
が
何
人
も
他
界
さ
れ
た
り
、又
入

院
等
で
参
加
さ
れ
な
く
な
り
困
って
居
り
ま
す
。

　

数
年
後
の「
全
国
大
会
」ま
で
に
は
何
と
か
立
て

直
し
、千
葉
県
で
は
じ
め
て
の「
明
治
大
学
校
友
会

の
全
国
大
会
」に
協
力
し
、千
葉
県
と
明
治
大
学
と

そ
し
て
我
々
の
校
友
会
が
全
国
一と
な
り
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

印
旛
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
支
部
長

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

経
営
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
47
年　

工
学
部
卒

棚
倉
英
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
39
年　

商
学
部
卒

岩
城
文
彬

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

椎
名
茂
樹

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問四
街
道
地
域
支
部
顧
問

昭
和
34
年　

商
学
部
卒

長
嶋
秀
和
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

山
武
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
62
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
50
年　

政
経
学
部
卒

山
本
俊
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

元
吉
昭
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

池
田
哲
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

勝
俣　

淳

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫
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「
女
性
団
長
の
リ
ー
ド
振
り
」
を
見
な
が
ら
応
援

す
る
の
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
石
田
　
日
出
夫

　

当
地
域
支
部
は
、
今
年
で
設
立
十
年
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
、
大
先
輩
で
あ
っ
た
故
齋
藤
美
信

元
県
会
議
員
の
指
導
の
も
と
、
初
代
地
域
支
部
長

の
平
野
有
秋
氏
に
よ
る
設
立
当
初
の
ご
苦
労
と
二

代
目
地
域
支
部
長
の
礒
貝
芳
弘
氏
に
よ
る
基
盤
強

化
を
経
て
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
鴨
川
市
内
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

全
国
初
と
な
る
市
民
を
挙
げ
て
の
福
島
県
い
わ
き

市
内
の
障
害
者
丸
ご
と
受
け
入
れ
や
多
く
の
一
般

避
難
者
の
受
け
入
れ
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
、
県
南
初
の
女
子

紫 紺 ち ば

ス
ー
パ
ー
、
量
販
店
の
最
上
階
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

永
い
間
、
津
田
沼
小
学
校
で
「
袖
し
ヶ
浦
の
秋

更
け
て
、
芙
蓉
の
峰
の
空
高
く
」
と
唄
わ
れ
た
時

が
あ
り
ま
し
た
が
、
袖
し
ヶ
浦
も
芙
蓉
の
峰
も
経

済
成
長
の
中
で
日
本
武
尊
の
神
話
も
ま
と
め
て
消

え
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
慢
の
鉄
筋
ビ
ル
も
東

日
本
大
震
災
を
期
に
建
替
が
き
ま
り
、
そ
の
竣
工

も
間
近
と
な

り
ま
し
た
。

所
在
地
は
千

葉
郡
津
田
沼

町
時
代
の
役

場
跡
に
当
り

ま
す
。
当
地

に
お
い
て
習

志
野
高
校
は

誕
生
し
、
甲

子
園
よ
り
深

紅
の
優
勝
旗

を
齎
し
た
神

聖
な
る
場
所

で
す
。
こ
こ

に
は
菊
田

川
が
暗
渠
と

な
っ
て
流
れ

て
い
ま
す
。

小
鮒
釣
り

し
か
の
川
は

な
ん
と
か
健

在
で
す
。
川

筋
に
沿
う
遊

歩
道
は
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
長
　
宮
田
　
明
俊

　

平
成
28
年
度
の
事
業
も
予
定
通
り
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
も
5
月
27
日
（
土
）
の
総

会
か
ら
始
ま
り
、
夏
の
家
族
納
涼
会
、
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
、
秋
の
六
大
学
野
球
の
応
援
と
盛
り
沢

山
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
2
年
に
一
度
の
、
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
12
月
3
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、

会
則
の
目
的
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
通
じ
て
、
校
友
の
親
睦
及
び
、
少
し
で

も
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
の
翌
5
月
28
日
（
日
）
に
、
第
4

回
成
田
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
明
治
大
学
対
慶
應
義
塾
大
学
の
試
合
が
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
懇
親
会
に
丹
羽
監
督
以
下
数
名
の
役
員
を

お
招
き
し
て
の
激
励
会
を
予
定
し
て
お
り
、
多
数

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

校
友
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
岩
城
　
文
彬

　

習
志
野
市
の
歴
史
の
話
で
す
。
邪
馬
台
国
ま
で

遡
っ
た
ら
大
塚
初
重
先
生
の
ご
専
門
で
す
が
、
現

代
史
で
す
。
現
市
役
所
ビ
ル
の
竣
工
時
は
市
内
で

唯
一
の
鉄
筋
高
層
ビ
ル
で
し
た
。
最
近
で
は
霊
峰

富
士
を
仰
げ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
建
物
の
隙
間
、

成
田
地
域
支
部

習
志
野
地
域
支
部

の
ま
に
か
軍
都
習
志
野
の
鉄
道
連
隊
鉄
道
敷
設

跡
と
い
う
説
明
書
き
で
す
。
１
９
５
４
年
市
制
施

行
時
の
人
口
３
８
０
０
０
人
、
現
在
１
８
０
０
０
０

人
余
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
我
等
明
治
大
学

校
友
会
々
員
も
未
だ
一
同
に
会
し
て
い
ま
せ
ん
が

１
１
０
０
人
余
名
簿
で
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
童

謡
は
立
地
、
自
然
を
唄
い
、
取
分
け
伝
統
あ
る
校

歌
は
立
地
、
自
然
条
件
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
、
地
価
変
動
の
前
で
は
校
歌
は

軽
く
扱
わ
れ
田
園
地
帯
に
引
っ
越
す
学
び
屋
も
見

て
き
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
計
幹
事
　
倉
田
　
正
之　
　

　

事
業
活
動
部
の
一
環
と
し
て
、
10
月
15
日

（
土
）
秋
晴
れ
の
神
宮
球
場
で
東
京
六
大
学

２
０
１
６
年
秋
季
リ
ー
グ
戦
、
明
大
―
早
大
1
回

戦
を
応
援
観
戦
し
た
。
当
日
は
北
川
会
長
を
は
じ

め
5
名
の
参
加
で
（
募
集
時
は
12
名
の
応
募
が

あ
っ
た
が
、
最
終
時
は
5
名
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と

寂
し
か
っ
た
）
応
援
席
に
陣
取
り
、
応
援
団
の

リ
ー
ド
の
も
と
、
学
生
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら

大
声
で
声
援
を
送
っ
た
。
当
日
は
優
勝
も
掛
か
っ

て
い
た
の
で
、
他
の
校
友
会
を
は
じ
め
、
学
生
・

O
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
明
高
等
で
応
援
席
は
満
員
で
、
応

援
に
熱
が
入
っ
た
。
結
果
は
、
両
エ
ー
ス
の
投
げ

合
い
で
延
長
12
回
、
柳
投
手
（
ド
ラ
フ
ト
1
位
で

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
）
の
完
投
で
3
―
1
で
勝
利

し
た
。
そ
れ
以
後
の
試
合
で
は
、
早
稲
田
大
学
に

勝
ち
点
は
譲
っ
た
も
の
の
、
春
季
リ
ー
グ
に
続
き

秋
も
優
勝
す
る
事
が
で
き
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
団
長
は
初
の
女
性
団
長
（
六
大

学
で
も
初
）
で
あ
り
、
皆
さ
ん
も
神
宮
球
場
で

八
千
代
地
域
支
部

鴨
川
地
域
支
部
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市
原
市
に

は
、
明
治

Ｏ
Ｂ
が
約

１
３
０
０

人
い
ま
す

が
、
活
動

参
加
者
は

30
人
ほ
ど

で
い
か
に

参
加
者
を

増
や
す
か

が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
支
部
は
、
こ
の
度
別
掲
写
真
の
通
り
、

市
原
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

4
月
5
日
小
職
在
学
中
、
授
業
を
受
け
ま
し

た
、
詩
人
大
岡
信
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
か
っ
た
こ
と
で

す
。

　

一
方
で
、
小
規
模
地
域
支
部
の
運
営
の
困
難
さ

も
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
県
南
三
市

一
町
の
設
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
市
河
　
素
夫

　

市
原
地
域
支
部
は
、
本
年
9
月
16
日
（
土
曜

日
）
市
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
3
回
マ

ン
ド
リ
ン
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
市

原
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
催
と
い
う

形
を
と
り
、
よ
り
広
く
市
民
に
明
治
大
学
マ
ン
ド

リ
ン
倶
楽
部
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
行

委
員
長
を
は
じ
め
役
員
一
同
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
頃
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と

し
て
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
公
演
に
向
け
歌
舞

伎
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

校友各位 明治大学校友会　会長　向殿　政男

　明治大学校友会は、各界各層で活躍する校友約50万名を擁し、母校の支援・賛助と会員相互の親睦を
目的として活動しております。卒業生を「校友」と称したのは、我が国では明治大学が初めてで、校友
（卒業生）の皆様は、本学の校友規則及び校友会会則により明治大学校友会会員となります。校友の皆様
には、校友会を維持・運営していくため『終身会費 30,000円』の納入をお願いしております。
　校友会の諸活動をご支援いただくため、校友会終身会費を納入されていない校友の皆様に是非納入を
お願いする次第です。

◆2014年度校友会支部総会案内から、当会費をご納入いただいたご住所の届出がされている校友の方に　
　本部から案内を送付させていただきます。校友会の諸活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。　

【振込用紙の請求】下記の
連絡先からご請求ください。

明治大学　校友課
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台1-1
TEL　03-3296-4730
FAX　03-3296-4732

明治大学校友会終身会費納入のお願い

収入の部
科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ本部からの助成金収入 1,415,000 1,422,187 7,187

Ⅱ支部会費収入 820,000 820,000 0

Ⅲ事業収入 650,000 680,000 30,000

Ⅳ広報紙収入 150,000 147,000 -3,000

Ⅴ果実収入 1,000 309 -691

収入計 3,036,000 3,069,496 33,496

Ⅵ前年度繰越収支差額 1,121,996 1,121,996 0

合計 4,157,996 4,191,492 33,496

支出の部
科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ事業費 800,000 838,653 38,653

Ⅱ広報費 100,000 101,040 1,040

Ⅲ組織費 0 112,000 112,000

Ⅳ運営費 2,096,000 2,191,303 95,303

Ⅴ予備費 40,000 88,021 48,021

支出計 3,036,000 3,331,017 295,017

Ⅵ当年度収支差額 0 -261,521 -261,521

Ⅶ次年度繰越収支差額 1,121,996 860,475 -261,521

合計 4,157,996 4,191,492 33,496

2015年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部
科目 当年度 前年度 増減

普通預金 242,657 114,697 127,960

定期預金 407,568 1,007,299 -599,731

手付金 210,250 0 210,250

合計 860,475 1,121,996 -261,521

負債・収支差額の部
前年度繰越収支差額 1,121,996 1,507,713 -385,717

当年度収支差額 -261,521 -385,717 124,196

合計 860,475 1,121,996 -261,521

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

貸借対照表
（2016年3月31日現在）

収支計算書
（自2015年4月1日　至2016年3月31日）

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
の
発
足
、
タ

レ
ン
ト
の
間
寛
平
さ
ん
が
、
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
世
界

一
周
の
旅
へ
鴨
川
か
ら
出
航
す
る
な
ど
、
当
支
部

会
員
は
直
接
、
間
接
的
に
関
わ
っ
て
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
故
齋
藤
美
信
氏
が
「
旭
日
中

綬
章
」
、

前
地
域
支

部
長
の
礒

貝
芳
弘
氏

が
「
瑞
宝

単
光
章
」

の
叙
勲
、

特
別
会
員

の
小
高
芳

男
氏
が
市

へ
一
億
円

の
寄
付
に

市
原
地
域
支
部


